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本田多美枝 1)  上村朋子 1) 
 
本研究の目的は、日本の看護基礎教育における模擬患者(Simulated Patient, 以下 SP とする)活用の実態について、
方法論としての特徴および教育効果、課題を文献から明らかにすることである。29 文献を分析した結果、SP の活用は
演習および看護技術試験の 2 つに大別され、基礎看護学実習開始前の 1-2 年次に集中していることが明らかとなった。
SP の活用により、学生は看護のリアリティを擬似体験し、感情を揺さぶられ、学習姿勢が変化するという教育効果が報
告された。また、SP からのフィードバックが、患者側にたって考えることを促すという点で最も重要だとされている。


































































































うになっている。1999 年から 2006 年までの 8 年










年次 2 件（5.9％）、4 年次 1 件（3.0％）、不明 1
件であった（複数学年での実施を含む）。傾向とし
て、３年課程、４年課程の別にかかわりなく、基




図 1. 文献の年次推移 
 
２）SP 参加型教育の内容分類 
SP 参加型教育の内容については、表 1 に示す
通り、３つに大別できた。最も多かったものは、
＜演習への SP 活用＞（19 件、65.5%）であった。
次いで、＜看護技術試験への活用＞（8 件、27.5％）、
＜調査への活用＞（2 件、6.9％）であった。 
（１）演習への SP の活用 
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教育（1 件）23）であった。 
表 1 SP 参加型教育の内容分類 













フィジカルアセスメント 1（ 3.5） 
模擬患者体験 1（ 3.5） 
患者教育 1（ 3.5） 
試
験 




終末期患者への対応 2（ 6.9） 2( 6.9)
合計 29 (100)
 


















看護基本技術については、5 件とも 2 年次に実


















（２）看護技術試験への SP の活用 
看護技術試験に SP を活用した報告は、2002 年
以降散見されるようになっており、8 件中 5 件が
客観的臨床能力試験（ Objective Structured 
Clinical Examination：以下、OSCE とする）に
SP を活用していた 24）25）26）27）28）。 
OSCE は、臨床能力を客観的に評価する方法で









今回の結果では、OSCE を実施した 8 件中、「標




ている報告が 3 件あった 29）30）31）。 
看護技術試験への SP の活用は、1 年次 5 件、2
年次 2 件、1-2 年次の継続実施は 1 件であった。 
（３）調査への SP 活用 
 終末期患者に対する学生の対応技術を調査する




























































表 2 SP の背景 





































一定の訓練を受けた SP を活用している報告は 4
件、大学独自に訓練を行い、SP として活用してい




















































































































































































































































































































 本研究は、平成 19 年度日本赤十字九州国際看
護大学奨励研究として実施したものである。 
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Literature Review on application of simulated patients in basic nursing education 
-Focused on its characteristic, effects and challenges- 
 
Tamie HONDA, R.N., Ph.D1)., Tomoko UEMURA, R.N., M.B.A1) 
 
The objective of this paper is to look into literature that discuss application of simulated 
patient (SP, hereafter) for basic nursing education in order to know its characteristics, effects and 
problems.   The analysis of 29 articles revealed that an SP is used for 1) skills training and 2) 
skills assessment most frequently in the context of in-school practice for 1st year and 2nd year 
students who have little or no on-the-job training. The major effect reported is that simulation 
using an SP can stimulate the students’ feelings greatly and change their attitude of learning.  
The quality of the feedback from the SP is considered to be most important because that is the key 
to cultivating the attitude in the students to put oneself in the patient’s shoes.  The problems 
include a high cost for hiring a trained SP, much time needed for preparation and difficulty in 
securing a high-quality SP and good instructors.  In addition, the standardization of an SP and 
the establishment of criteria are necessary for doing assessment.  Thus, it is suggested that a 
careful planning of a scenario, close communication between the SP and the instructors, and the 
training of SP are essential to effective application of an SP.      
Key words: simulated patient, standardized patient, educational method, educational effect, 
basic nursing education   
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